
米

の

ロ
ロロ

種

鑑

識

σ〉
研
IA! 
J1.. 

第

六

報

農
曲
学
博
士

近

藤

高

太

郎

全
国
各
府
牒
遁
州
奨
廟
品
種
の
特
性
調
査

企庁
_)L. 

原

安

夫

-
、
緒

雷

、EJ
、，J

、，，

唱

A
骨

e

著
者
等
は
轟
に
営
研
究
所
品
種
保
存
圃
の
品
種
を
用
ひ
て
、

{
1
v
石
炭
酸
フ
ク
シ
ン
着
色
〈
〈
、

(
2
V
ア
ル
カ
リ
検
定
く
、
《
3
V
沃
度
沃

、z'

'

度
加
里
着
色
川
明
の
三
方
法
に
よ
っ
て
、
玄
米
の
品
種
鑑
別
を
な
し
得
ぺ
き
と
と
を
報
告
し
た
b
。
そ
の
後
フ
ヱ
ノ

I
ル
渚
色
ゅ
も
、
粗
米
の

品
種
の
或
る
程
度
の
鑑
識
に
参
考
と
な
り
得
る
と
と
を
明
か
に
恋
し
た
り
。

共
後
金
圏
内
外
地
農
事
試
験
場
に
依
頼
し
て
、
各
府
蘇
道
州
の
奨
蹴
品
種
の
玄
米
並
に
親
米
の
寄
贈
を
受
け
、
一
ニ
二

O
試
料
を
得
た
る
故

k
.
是
等
に
つ
き
で
、
昭
和
一
五
年
八
月
よ
り
一
二
月
迄
に
、
弐
の
方
法
に
基
づ
き
て
品
種
鑑
識
の
研
究
を
行
ひ
た
り
。

(
l
v
 
石
提
酸
フ
ク
シ
シ
染
色

(
2
v
 
沃
度
沃
度
加
里
染
色

〈

3
v

米ア
の凡〆

品カ
穂リ
鑑検

警-定
研
究

第
六
回
報



第
四
報
刊
r
h
持
て
述
べ
し
と
益
広
岡
一
の
方
揖
輩
に
着
色
別
ば
正
札
リ
。

. 

A
ぺ

4
〉

米
の
晶
瞳
曙
鑑
識
の
研
究

玄
米
の
定
義
及
び
形
般
の
測
定
及
び
観
察

第
大
級

右
の
試
料
を
寄
贈
ぜ
ら
れ
し
各
試
験
場
に
深
甚
の
謝
意
註
去
し
、
併
せ
て
寄
贈
を
受
け
し
試
料
中
、
品
中
昔
、
肌
擦
等
の
需
め
質
験
に
供
し

得
ざ
り
し
試
料
は
之
を
除

ιの
止
む
な
き
に
至
り
し
と
と
を
述
ぺ
、
裁
に
諒
承
を
乞
ふ
所
な
り
。

ー-、
石
炭
酸
フ
ク
シ
ン
染
色
試
験

第
二
報
。
に
於
℃
一
述
J
1
L
&
全
く
同
一
白
方
法
に

zhれ
h
p
。
二
回
締
り
返
し
て
正
確
を
期
し
た
り
。
着
色
を
弐
の
如
く
三
大
別
し
、
向
リ

ツ
ヂ
合
ヱ

l
標
準
色
は
依
合
で
、
五
種
。
色
船
医
別
世
h

少
。
着
色
検
査
O
結
果
問
、
第
二
思
表
友
一
四
表
{
最
後
。
別
表
〉
時
掲

C
る
が
如

し

赤

紫

『
「

S
)
∞
門
E
C
m回
一
同
市
宮
、
国
司
Z
『
司
同
市

色
占FA
A

V

〉
国
同
市
門
司
Z
吋
唱
同
市

E 

淡

赤

紫

色

(
M
V

包
括

g
g

E 

紫

ス
D
・M
V
U
Z
H
H
沼
恒
加
冊
目
宮
司
冨
『
司
同
市

色町
え
D
・D
V

ロz
ロロ
R
r
同

VZ4戸市

-
『
守
沃
度
決
度
加
墨
染
色
試
験



鞭
米
の
賓
験
結
果
は
、
之
を
八
大
別
に
す
る
と
と
既
報

の
如
く
た
る
も
、
今
回
白
質
験
に
於

τは、
(
I〉
黒
色
及

ぴ
〔
珊
咽
)
無
着
色
の
も
の
は
無
か
り
を
。
何
れ
の
品
種
の
粒

も
、
先
づ
駆
端
部
及
び
匝
の
周
縁
部
が
着
色
す
れ
ど
、
そ

の
後
の
着
色
進
行
の
順
序
及
び
着
色
の
浪
淡
に
よ
っ
て
、

黒
共
の
如
く
八
種
に
直
別
し
得
た
り
。
(
第
一
圃
)

色

li---粒
全
面
に
着
色
し
て
、
黒
色
と
な

淡

黒

色

決

黒

色

淡

黒

色

る

E
i
---粒
全
面
に
着
色
し
て
、
淡
黒
色
と

弁明
H
λ
w
.

Ei--'脊
都
よ
り
着
色
し
、
臨
の
周
縁
部

及
び
脊
部
の
着
色
が
漉
〈
し
て
、

他
の
部
分
は
淡
・黒
色
と
な
る
・

Ei---腹
部
よ
り
着
色
し
、
版
の
周
縁
部

及
び
腹
部
の
着
色
が
浪
く
し
て
、

他
の
部
分
は
淡
黒
色
と
な
る
。

米
の
品
国
間
鑑
識
の
研
究

筋
六
副
報

奨蹄品種玄米の沃度決度加里溶液による着色

色I…名誠穂赤〈沖黒
※
…
 

第 1闘

縄〉

色1・・東京骸持基 〈陸積)(東京〉雪E-・・淡

岡〉

ヨヨ132務 〈黄海道〉

本〉

都〉

1由 〈締本色][.・・千

色皿・・・陸

黒

黒

務 CftR

1 童話 〈京

1 色v.・・旭

色vr.・・愛 園

者

者

分

分

I ~.・淡

一
...... 
ごコ

山〉都 〈岡良..Ifi'iの周総部着色VJ[.・・般

名護穂赤は沖鍋震書式より嘗て分自民を受けたるものを本所に於て育

成したるものな旬。且つ同軍需の契動品種にあらず。

※ 備考



部

分

着

色

部

分

着

色

臨
周
轍
着
色

米
の
品
田
信
訟
の
研
究

鱒
六
圃
電

一
一
風

vi---aH爺
よ
り
着
色
し
、
臨
の
周
縁
部
及
び
脊
部
の
み
着
色
す
。

Hi---腹
務
よ
り
着
色
し
、
臨
の
周
縁
部
及
び
腹
部
の
み
着
色
す
。

mmi--・
町
駅
の
周
縁
部
の
み
着
色
す
。

無

着

色

脊
部
よ
り
着
色
す
る
品
種
と
腹
部
よ
り
着
色
す
る
品
種
と
は
、
判
然
と
直
別
し
得
る
も
の
に
し
て
、
特
に
と
の
直
別
は
重
要
な
り
と
す
。

市
:
・
:
・
金
く
無
着
色
.
(
肉
眼
的
に
V

而
し

τ置
と

v・
叉
は
置
と
四
日
と
は
近
縁
な
る
が
、

E
と
E
、
或
は

V
と
賓
と
は
類
綾
の
速
を
を
認
む
。
叉
一
試
料
中
に
て
淡
黒
色
と
都
分

着
色
と
の
混
合
、
或
は
鶴
分
渚
色
と
臨
周
縁
部
着
色
と
の
混
合
す
る
も
の
を
認
む
る
と
と
あ
り
。
此
時
は
傘
数
以
上
の
粒
の
色
を
以
て
、
そ

の
試
料
の
色
に
な

L
た

ht

質
験
の
結
果
は
、
別
表
第
一
一
一
一
表
に
掲
げ
た
る
が
如
し
・

糟
米
は
沃
度
決
度
加
里
椿
液
に
浸
漬
じ
℃
着
色
し
た
る
時
、
乾
燥
せ
ざ
る
粒
と
乾
燥
せ
し
粒
と
の
聞
に
着
色
に
差
異
あ
り
。
依
つ

τそ
の

着
色
を
ば
乾
婚
前
と
乾
煉
後
と
に
分
ち
て
直
別
す
る
と
と
、
第
四
報
に
於
て
述
べ
し
が
如
し
』
但
し
第
四
報
に
記
し
た
る
着
色
刷
よ
・
0
.
今

A
、
乾
燥
前
の
着
色

回
名
稀
b
E

改
め
℃
戎
の
如
く
な
L
、
サ
ソ
ヂ
ウ
z
l
の
標
準
色
を
附
記
す
。

赤

E 

茶

絹

色・

4
:
:
E
S
W
H
gロ

相

X
R
y--
:
-
m
g
g
a
 

色町
式

HY--:出
お
巴



貰
験
、
乞
更
に
操
り
越
し
て
正
確
を
期
し
た
り
・
ア
ル
カ
9
検
定
に
は
温
度
、
時
間
、
苛
性
加
盟
の
浪
度
、
注
加
量
.
玄
米
粒
数
、

シ
ャ
ー
レ

E 

決
茶
褐
色
・
:
:
・
。
♀
H
R
8
5
4
2白
河

E 

淡

資

色
:
・
・
:
巧
貧
困
回
民
同

i
・

E
、

E
共
に
臨
端
部
及
び
眠
の
周
縁
部
が
先
づ
清
色
す
れ
ど
も
‘
そ
の
後
着
色
の
順
序
に
よ
り
て
全
面
着
色
(
金
Y
脊
郁
よ
り
着
色

ハ
瑚
同
〉
、
・
及
び
腹
部
よ
り
着
色
〈
臨
v
に
直
別

ι得
る
も
の
に
し
て
、
此
直
別
は
踊
る
重
要
た
り
。

B
、
乾
燥
後
の
着
色

3者

色
:
:
:
E
W
宮
ロ

2
6
2宮

E 

淡

資

色
:
:
:
F戸
市

OHB官・
3
ロ
g

E 

殆
ん
ど
無
着
色

以
上
着
色
の
結
m
mは
、
別
表
第
一
問
表
に
掲
ぐ
る
が
如
し
。

園
、
ア
ル
カ
リ
被
定
試
験

何
九
・
五
閣
の
ペ

l
ト

p
皿
に
・
玄
米
の
無
傷
粒
注
隈
濯
し
て
一

O
粒
宛
入
れ
、
之
に
二
・
三
八
%
苛
性
加
里
溶
液
を
一
五
目
注
加
し
て
、
揖

氏
二
五
度
に
二
四
時
間
置
き
、
モ
の
反
聴
b
E
検
夜

L
た
り
。
各
試
料
共
に
二
回
賓
験
を
繰
り
返
し
た
り
。
若
し
雨
者
間
に
裳
異
あ
る
場
合
は
、

の
形
及
び
水
平
位
置
等
に
就
き
金
〈
同
一
・
と
な
す
ペ
く
注
意
を
梯
ふ
ペ
し
。
然
ら
ざ
れ
ば
、
賢
験
の
結
果
は
正
確
を
保
し
難
し
。
又
腕
擦
、

議
害
粒
は
試
料
と
し
て
用
ふ
べ
か
ら
や
。
而
し
℃
‘
苛
性
加
里
溶
液
に
よ
る
玄
米
の
崩
解
程
度
を
次
の
如
く
定
め
た
り
。

米
の
品
詞
鍾
aa
の
研
究

館
六
園
開

一
一
五



米
の
口
問
濁
鑑
識
の
研
究

館
六
岡
田

一
一
六

崩

型
:
;
:
一

O
粒
全
部
が
定
金
に
崩
解
す
。

非
崩
解
型
:
:
:
一

O
粒
金
郁
が
崩
解
せ
や
。

解

E E 

混

A 
口

型
:
:
:
崩
解
型
と
非
崩
解
型
と
の
混
合
に

L
て
、
そ
の
混
合
歩
合
に
よ
ヲ
て
A
・
B
、
C
に
蔵
別
す
。

A
i
非
崩
解
粒
が
半
数
以
上

B---
A
、
C
の
中
聞
の
も
の

c
:・
完
全
崩
解
粒
が
字
数
以
上

ア
ル
カ
リ
検
定
の
結
県
は
別
表
〈
第
一
三
、

一
回
表
)
に
摘
ぐ
る
が
如
し
。
而
し
て
表
の
〈

)
中
の
数
字
は
一

O
粒
中
の
非
崩
解
粒
を

一
示
す
。
《
第
二
闘

l
第
一

O
闘
)

玉
、
米
粒
の
大
き
友
ぴ
形
態

米
の
品
種
鑑
識
上
は
最
も
普
通
に
行
は
れ
、
し
か
も
必
中
調
べ
置
く
べ
き
は
、
粒
の
大
さ
及
び
形
態
な
る
と
と
言
ふ
迄
も
お
し
。
そ
の
数
量

的
表
示
法
は
入
に
よ
り
種
K

な
る
が
、
設
に
は
、
長
さ
、
長
/
帽
、
幅
語
及
び
穂
積
を
測
り
た
り
。
開
積
は
鈴
木
氏
。
の
公
式

γ(嚇
x
ザ

咽
)
よ
り
導
き
て
。
・
U
凶器
×
湘
×
霊
×
加
盟

g
g
v
を
附
ひ
て
測
定
し
た
り
・
著
者
等
は
此
式
を
用
ふ
る
前
に
、
資
測
数
と
幾
何
の
差
異
あ
る

か
を
見
ん
が
第
め
に
犬
、
中
、
小
世
二

O
種
に
つ
き
で
賞
測
開
積
と
計
算
欄
積
と
を
比
較
し
た
る
に
、
計
算
欄
積
が
賞
測
開
積
よ
り
も
僅
か

に
大
な
れ
ど
、
之
は
臨
部
の
凹
密
及
び
縦
嘩
滑
に
よ
る
も
の
と
見
れ
ば
、
雨
鱒
積
は
極
め
て
よ
く
一
致
す
る
を
認
め
た
る
と
と
、
第
一
表
の
如

.し
"..， 



(1) 

品種名 産地名 計算による償積 賓測による穂積 差 異

雄町 2 減 岡山 2O.25mm3 20.∞mm8 + 0.25mm3( 
3 

農林 8 披 山梨 aJ.∞ 19.∞ +1.∞ 

都 1 務 京都 19.73 19.∞ +α73 

日 之 出 卒安 19.61 19.25 + 0.36 

銀 妨 主 埼玉 19.22 18.∞ + 1.22 

殺 良 都 岡山 19.14 18.印 + 0.64 

銀筋主 12披 忠清 18.73 17.50 + 1.23 

無'l!:愛国 愛知 18.61 18~∞ + 0.61 

晩~銀妨主 富山 18.41 17.田 + 0.91 

走妨主 2披 北海道. 18.29 17.50 + 0.79 

農林 8 扱 ril ロ 18.24 17.50 + 0.74 

銀亀 6 披 平安 18.18 17.75 + 0.43 

早 銀 Ul ロ 17.24 16.75 + 0.49 

筆中 122披 塁E 申 17.u1 16.回 + 0.51 

山口Jit作 山口 路島 17.∞ -0.04※ 

昭和早生 東京 16.09 16，印 -0.41※ 

渡 島 錦 北海道 15.38 15.∞ + 0.38 

策 [l!ロ 15.36 14.日 +叩6

八 関 llt ロ 14.51 13.60 +【)，91

卒 均
+ 0.71 
〈滋を除o

計算による玄米の帽積と貰測穂積との比較第一表

米
の
品
種
鑑
識
の
研
究

甥
六
回
開

-
一
七

計算慢積・H 長×幅×厚xo.5236"備考

賓測砲積・・・20粒を純アルコールにて吉川式t主重測定器を用ひて貧測せし

容積なり。

2回の卒均なり。



米
の
品
積
債
織
の
研
究

自
主
ハ
固
帽

一
一
八

(2) 

品.種名 |産地色|刊によ明j.iJIIJf::.t7.>酬|差 爽

万作 9 聖書 岐阜 お.42mm3 加.1印nm8 + 0.32mm8 

伊 IC!I1山石4披 ~媛 20.35 20.∞ + 0.35 
、

晩柳 2 減 奈良 四.26 18.旬 + 0.36 

暁穂 1 貌 静岡 19.16 19.∞ + 0.16 

旭 l 総 三 重 18.75 18.30 + 0.45 

織内申 74 利歌山 18.67 18.40 + 0.27 

北部 2 M 島恨 18.64 18.80 -0.16指揮

足柄神力 柳奈川 18.35 17.印 + 0.55 

旭 E量怠 18.お 18.30 + O.回

銀妨主 1披 鳥取 17.00 17.田 + 0.40 

申 句 費量 三重 17.沼 17.印 + 0.12 . 
道海紳カ 兵庫 17.41 l仇卸 + 0.11 

北見赤毛1滋 北海道 17.41 16.70 + 0.71 

中生白毛 " 16.62 16.∞ + 0.62 

チ ν コ坊主 " 16.凶 15.回 + 0.53 

高農 3 減 鹿児島 15.日 15.20 + 0.33 

新竹州旭 新竹剣・l 15.日 15.却 + 0.30 

無を・愛国 石川 14.邸 14.40 + 0.46 

燦由置 l 君主 埼玉 14.55 14.10 + 0.45 

費中モ手 35 霊申 13.71 13.40 +仏31

白 珍 子 肩書 弁 13.17 12.印 + 0.57 

卒 均 (療+を0除.37〈〉

計算による玄米の慢積と貰測開債との比較第二表

計算による鐙積・・・岡村氏の測定せし長×幅x厚 (c.mm)に仏5236を乗じた

る敏。

備考

..測煙積・・・岡村氏の測定せし怪乳1.αxl個と ~1.αxl個の容積(c.mm)

を合計して1.α却にて除して得たる敵。



叉
胃
村
氏
mw
が
常
所
に
る
り
て
、
米
の
グ
イ
タ
ミ
シ
町
測
定
に
際
し
、
米
粒
の
長
×
幅
×
厚
及
び
臨
筑
並
に
肺
の
大
さ
を
数
多
の
品
種
に

っ
き
て
測
定
し
た
る
と
と
あ
bv.
著
者
等
は
そ
の
測
定
撤
字
を
借
り
て
、
之
に
計
算
を
加
へ
て
、
米
粒
の
計
算
開
積
と
貸
測
穂
積
と
を
比
較

し
た
る
に
、
第
二
表
の
如

4
し
て
.
雨
者
の
差
異
は
甚
だ
少
し
.
賓
際
に
は
計
算
棺
積
が
賓
測
偶
積
よ
り
梢
多
く
表
は
れ
、
第
一
表
に
於
て

は
平
均
.
0
・3
B
B帥
第
二
表
に
於
て
は
。
-
R
B
E
だ
け
多
か
り
し
敢
に
、
計
算
償
よ
b
c
b
B
g
a
を
控
除
す
る
と
と
h
す
れ
ば
、
貰
測
僚
と

大
差
念
か
ら
ん
.

殺
の
園
田
昌
周

sa帽
の
研
究

館
六
岨
帽

一
一
九

以
上
の
米
の
測
定
離
を
別
表
第
一
一
二
、

一
図
表
に
掲
げ
置
き
た
り
。

穴
、
担
摺
-
a
h
v
被
定
迄
の
期
聞
が
フ
ウ
シ
ン
並
に
沃
度
着
色

友
ぴ
ア
ル

4
H
O
E
S聞
に
互
依
す
影
響

設
に
検
定
を
行
ひ
た
る
奨
鋤
品
種
は
、
多
く
は
玄
米
に
た
り
た
る
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
の
府
聴
よ
り
港
り
来
た
り
た
る
も
の
た
れ
ど
、
中
に

は
観
米
陀
て
越
h
v
a
m
た
り
た
る
も
の
る
砂
℃
、
検
定
前
に
粗
設
を
去
り
た
り
・
従
っ
て
、
此
棋
槽
よ
り
槍
定
迄
の
期
間
が
栄
の
検
定
の
結
果

に
影
響
-
一
な
き
ゃ
否
や
の
疑
問
注
生
じ
た
る
が
故
に
、
設
に
賓
胎
を
行
ひ
た
り
。
郎
ち
賓
験
直
前
に
粗
殻
b
E

去
り
た
る
玄
米
と
、
一
一
一
ヶ
月
以
前

に
玄
釆
に
・
な
し
た
る
も
の
《
と
の
聞
に
夏
乞
蛭
た
り
V

と
の
爾
試
料
に
つ
き
で
、
実
の
如
〈
試
験
を
行
ひ
た
り
。

て
石
山
茨
酸
フ
ク
シ
シ
染
色

賓
験
直
前
に
担
割
以
を
去
り
た
る
玄
米
と
、
一
』
一
ヶ
月
以
前
に
腕
般
乞
去
り
た
る
も
の
と
↑
段
、
同
時
に
石
炭
酸
フ
ク
シ
ン
に
て
染
色
し
た
る
結



米
の
品
種
鑑
識
の
研
究

果
、
三

O
試
料
中
殆
ん

E
差

回
開
た
を
も
の
一

A
試
料
②
り

た
れ
ど
、

一
二
試
料
に
於

τ

は
三
ヶ
月
以
前
に
粗
摺
し
た

る
玄
米
が
直
前
轍
摺
し
た
る

も
の
よ
り
も
赤
色
を
帯
び
た

右
に
よ
れ
ば
、
玄
米
と
し

て
長
く
放
置
す
れ
ば
.
品
種

に
よ
り
て
は
或
は
赤
色
を
帯

ぷ
る
傾
向
あ
る
bz認
む
。

二
、
沃
度
決
度
加
里
染
色

二
試
梢
に
O
き
で
沃
度

瞬
時
六
回
取

玄米として3ヶ月間保存したるものと 2目

前組摺のも0との石提フタシン着色の比較

第三表

着色に差異なき荷額.

美野、明徳、山総E鮫良都、草壁穂、亀治(以上岡山脈〉 旭、

関山、日銀妨主〈以上大分郷〉樹党、鍛良部〈以上金北道〉

の出〈以上卒安指厳〉 贋株11減、坊主2鋭、坊主5聖書、渡島

錦〈以上北海道〉

着色に差異ある稽額.

2目的に籾摺 3..，.周前籾摺

淡赤紫色(M)色(DM)〈陣lJ)....・・察日靭

(，，) 11 〉(11 (11 自の出還3務

赤禦色(8))....・・淡赤禦色(M)(11 扱2 雄町

淡赤繋色(M)色(DM)(大分〉・・・・・・禦大分三弁

("ぅ" 〉ι11 )......" (" 町雄

赤紫色(S)〈金北)..・・・・2定赤繋色(M)玉.際

談赤紫色(M)色(DM)〉・・・・・・祭(11 銀早

一一一
O

$費目色(A)〉・・・・・・淡赤銀色(M)(11 銅摩多

( S) " (" 〈平北)..・H ・w尾の亀

淡赤繋色(M)色(DM:)〈富山〉・・・・・・.銀防主中生

(，，) 胃コ" (11 遁車申

赤紫色(S) D 〉・・・・・・淡赤繋色(Mに"量定1 農林

沃
度
加
里
の
着
色
順
序
並
に
濃
淡
に
つ
き
℃
試
験
し
た
る
に
.
試
験
の
二
目
前
に
籾
殻
を
去
り
し
米
も
、
叉
三
ヶ
月
前
に
籾
殻
を
会
り
し
米

一
ニ
、
ア
ル
カ
リ
検
定

も
、
雨
者
の
聞
に
差
異
な
か
り
き
。
只
前
者
に
於
て
果
皮
の
黄
色
が
混
き
を
認
め
た
り
。



富
山
廉
の
奨
働
品
種
に
は
非
崩
解
品
種
多
か
り
き
。
よ
っ
て
同
牒

下
の
品
種
に
つ
き
て
試
胎
直
前
に
籾
殻
を
去
り
し
も
の
と
、
ヨ
ヶ
月

以
前
に
玄
米
に
念
し
た
る
も
の
に
つ
き
ア
ル
カ
リ
検
定
を
注
し
た
る

に
、
第
四
衰
の
結
果
を
得
た
り
。
〈
第
一
九
闘
参
照
〉

第
四
表
に
よ
れ
ば
、
観
摺
し
て
三
ヶ
月
乞
粧
遇
す
れ
ば
、
其
間
・
に

多
少
ア
ル
カ
リ
勝
解
性
を
抽
唱
す
が
如
き
を
認
む
。

以
上
の
賓
験
に
よ
れ
ば
、
組
殻
を
去
り

τ放
置
す
れ
ば
‘
そ
の
間

に
石
炭
酸
フ
タ
シ
シ
溶
液
に
よ
り
て
赤
色
を
帯
び
、

ア
ル
カ
リ
に
よ

り
て
崩
解
し
易
〈
な
る
等
の
費
化
を
仲
ふ
こ
と
を
認
む
る
が
散
に
、

親
摺
後
の
期
聞
を
考
慮
し
て
、
問
問
題
を
鑑
識
す
る
必
要
あ
る
を
認
め

富山鯨奨働米のアルカリ検査

品 薦 I~長側|説222
水 島 手手鎖解 混合A(8) I 

般 良 ml " " A(8) 
農事事 1 ~ " " A(6) I 
初 光 混合A(8) " A(8) 
新 石 白 " A(7) " A(6) 
立 山 錦 開 A(9) 

" A(6) 
制 遁 " A(内 " B(4) 
銀筋主中生 " A(1) " A(6) 

" 晩生 曽 .!(6) i " C(2) 

第四表

た
り
。
以
前
に
報
告
せ
し
著
者
等
の
質
験
に
於
て
供
せ
し
は
、
多
く
は
賞
品
回
直
前
に
粗
殻
ぞ
去
り
し
も
の
な
り
。

七
、
府
螺
遁
州
奨
踊
品
種
に
就
き

τの
賓
験
結
果

( )申の歓は10粒ゅの非崩解粒。備考

ぴ
形
態
に
つ
き
て
調
夜
し
た
る
結
果
は
、
第
一
一
ニ
、

前
述
の
方
法
に
よ
り
・
て
、
(

1

)

玄
米
の
石
提
酸
フ
ク
シ
ン
染
色
、
〈
2
)沃
度
沃
度
加
里
染
色
、
〈
3
)
ア
ル
カ
リ
反
艦
、
ペ
4
〉
粒
の
犬
さ
瓦

一
回
表
の
一
時
党
に
掲
で
る
が
如
し
。

米
の
品
商
鑑
識
の
研
究

m六回開

此
表
を
見
れ
ば
.
各
地
方
産
地
の
米
の
品
種
を
鑑
識
し
得
ベ
し
・
而
し
て
同
一
腕
内
に
就
き
て
見
れ
ば
、
山
形
、
群
馬
、
埼
玉
、
京
都
、



米
の
品
濁
鑑
識
の
研
究

兵
串
の
由
材
購
等
に
於
て
は
、
榎

米
の
品
種
間
に
石
爽
酸
ア
タ
シ

ン
着
色
の
差
異
が
よ
く
舗
は
る

る
を
認
め
、
又
全
羅
北
道
、
群

馬
、
埼
玉
、
静
岡
、
愛
知
、
滋
賀
、

兵
庫
‘
徳
島
、
香
川
、
長
崎
の

諸
臓
の
糧
米
に
於
て
は
、
品
種

聞
に
7
古
川
カ
亨
槍
定
の
緒
果
に

差
異
あ
る
を
調
む
る
友
h
p
・

又
富
山
崩
産
米
の
如
く
非
崩

解
型
叉
混
合
型
A

K
属
す
る
同
開

種
の
多
き
煽
に
於
て
は
‘
苛
性

加
里
の
轟
度
生
温
く
し
て
二
・

五
%
に
す
れ
ば
、
を
の
差
が
顕

れ
、
叉
反
動
に
岡
山
・
熊
本
両

鯨
下
の
榎
米
《
岡
山
の
は
糧
費

第
六
纏KOH 2.5"に於貯る富山臓の奨働品種アルカリ検夜

量量 良 都 混 合 B くめ 遁 混 合 B~
銀妨ヨ己申生 " A (7) 震綜 1 挽 " 

A (8) 

水 島 同 A (1) 新 石 白 " A (8) 
銀総主晩生 11 o (1) 石 百 儒 W A (9) 

初 光 開 A (5) 大 正 機 " A (7) I 

立 山 錦 " B (2) 

第五表

KOH 2"に於ける岡山鯨.蝿本臓の襲働品種の

アルカリ検変

第六表

一一一一一

美 野 混合A('l) 岡 大 正 鳩 混 合 o(4) 
山

明 徳 " A(8) 勝 岡 山 鳩 " A (9) 岡
山 鋪 非樹角事

ー 解不透明
朝 日 混合A(7) 熊

福 肩申 混合00.)11
竹田早生 " A(9) 山 旭 1 滋 樹 解$透明
般 良 都 " A(8) 

本 質 " " 理事 機 骨 A(5) 
暗号 警豊 11 透明

亀 治 " A(6，ミ 雄町 1披 不透明車率
時

尽の邸調13滋 控 0(2.) 
望書、 農事事 12披 混合0(2)透明

縫目J2 鰭 ， B(3) 事申 力 機 " 0(4)半透明



を
試
験
直
前
に
去
る
)
は
、
温
度
を
薄
く
し
て
二
d
胃
液
に
て
検
定
し
た
る
に
、
そ
の
義
異
の
現
は
る
る
と
と
第
五
、
六
表
の
如
し
a

第

一、
一
一
一
間
》

沃
度
沃
度
加
里
の
着
色
反
臓
を
見
る
に
1

群
馬
、
埼
玉
、
東
京
、
山
梨
.
静
岡
、
愛
知
、
活
費
、
京
都
、
兵
席
‘
奈
良
、
和
歌
山
、
山
口

容
川
、
長
崎
の
諸
府
牒
の
品
種
は
沃
度
着
色
区
肱
に
よ
っ
て
品
種
が
鑑
別
せ
ら
る
。
而
し
て
裁
に
興
味
あ
る
と
と
は
朝
鮮
及
び
東
北
、
北
海

遣
、
闘
束
、
北
陸
む
品
種
に
は
腹
部
よ
り
着
色
す
る
品
種
が
多
く
、
九
州
、
四
圏
、
中
岡
及
び
在
畿
地
方
の
品
種
に
は
脊
都
よ
り
靖
色
ず
る

品
種
多
令
山
梨
‘
静
岡
雨
帰
下
等
に
は
‘
脊
部
及
び
腹
部
よ
り
染
ま
る
ご
品
種
群
が
約
半
々
あ
る
と
と
な
り
・
か
く
沃
度
が
脊
部
よ
り
着

畠
阜
の
轟
濁
・
a
置
の
昌
明
究

園
田
六
銀

一一一一ー一

色
す
る
か
、
或
は
腹
部
よ
り
着
色
す
る
か
は
、
遺
徳
的
差
異
に
腸
す
る
が
如
く
し
て
、
来
歴
の
判
明
し
た
る
品
種
に
つ
き
て
見
る
に
、
+
引
の

如
き
事
賓
を
認
め
た
り
。

(
甲
)

腹
部
よ
り
着
色
す
る
品
種
の
系
統

組
之
尾
X
陸
M
m

ニO
披
〈
早
生
愛
岡
)
よ
り
由
来
す
る
陸
綿
一
三
二
蹴
及
び
此
陸
斜
一
三
二
披
の
交
配
に
よ
り
し
農
林
一
一
班
、
同
問
視
、

同
七
雄
、
奥
羽
一
七
ご
披
、
同
一
七
三
抗
、
同
一
丸
一
一
概
等

愛
凶
の
交
配
に
よ
hv
℃
生
ぜ
し
品
種
郎
ち
畿
支
日
T

生
七
O
誠
、
同
七
四
挽
、
昭
和
平
生
、
昭
和
二
競
、
立
山
野
、
富
圃
等

組
治
の
交
配
に
よ
り
て
生
ぜ
し
品
種
邸
ち
、
報
園
、
美
身
、
山
錦
等

(乙》

脊
部
よ
り
着
色
す
る
品
種
の
系
麓

旭
系
統
邸
ち
旭
、
朝
日
、
千
本
旭
、
農
林
八
挽
等

脚
力
及
び
紳
カ
の
費
化
物
な
る
目
。
由
選
、
幅
一
脚
、
丹
後
中
梢
等



米
の
品
薦
鑑
識
の
研
究

第
六
鰻

一
二
回

竹
内
田 雄
町
及
び
雄
町
よ
り
濯
出
せ
ら
れ
し
明
徳

殻
良
都
系
統

臨
の
周
縁
の
み
着
色
す
る
品
種
の
系
統

(
農
事
改
良
資
料
第
九
七
蹴
及
び
農
産
業
報
第
四
八
披
等
に
よ
る
〉

灘
一
則
¥
包
一
軍
¥
姻

以
上
の
外
の
系
統
に
於
て
、
銀
坊
主
系
統
は
腹
部
よ
り
着
色
す
る
も
の
大
部
分
な
れ
ど
も
、
中
に
は
脊
部
よ
り
の
も
の
も
あ
り
て
、
二
元

的
の
如
く
見
ゆ
。
叉
陸
相
は
金
閥
的
に
着
色
す
る
か
、
或
は
腹
部
よ
り
着
色
す
る
も
の
多

L
l

一
四
表
に
掲
げ
し
種
h
m

の
佐
賀
を
綜
合
し
て
考
察
す
れ
ば
、
米
の
品
種
を
容
易
に
鑑
別
し
得
ペ
し
。

要
す
る
に
第
一
一
ニ
、

八
、
同
名
品
種
に

τ特
性
の
異
芯
場
合

供
試
品
種
に
は
同
名
の
も
の
多
し
・
勿
論
多
く
は
同
名
同
特
性
な
れ
ど
も
、
亦
同
名
異
特
性
も
存
在
せ
り
。
第
七
表
に
九
名
稀
の
梗
米
、

第
八
表
に
一

O
名
稿
の
嬬
米
を
採
り
て
、
そ
の
特
性
を
比
較
し
た
り
。
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ヨE
梅
〈
玄
米
〉
淡
赤
察
色
(
.
M
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"
 
皿
"
 
A
 6
 

5.
15 
脇
田
1.67
 
1.3'7 

京
畿
〈
玄
米
〉
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(
M
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"
 
皿

溺
解
学
透
明
5.r:J1 
16.9
5
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背
議
(
玄
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〉

韓
く
M
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皿

混
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x
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〉
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M
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18.
勾
L
匂
1.45 

山
梨
〈
玄
米
〉
赤
察
色
(
S
)
 
"
 
皿
"
 

C<:~) 
学
透
明
5.
15 
19.20 
…
 
1.
白
L
3
9
 

Illt
良
都
|

J.i( 
畿
〈
玄
米
〉
繋

色
(
D
D
)
怪
周
縁
者
色
VI 

7毘
会
B
(
1
)
不
透
明
5.41 

19.10 
1.7
2
 
1.47
 

買草
花
〈
玄
米
〉
"
 
(
D
.
M
)
 
"
 
VI 
w1 

解
字
透
明
5.3
9
 
19.42
 
1.74 
1.40
 

~
 

~1: 
(
穏
米
〉
L
 
(
D聡

部
分
春
色
Y

漉
合
C
(
1
)
"
 
5.
57 
20.
31 
L
7
5
 
1.4
5
 

陵
商
〈
玄
米
〉
"
 
(
D
M
)
 
h
 

VlI酬を
"
 
。
(0)

グ
x
 5.
16 
18.
79 
1.62 
1.46 

富
山
〈
劉
米
〉
"
 
(
D
D
)
 
匪
周
録
者
色
FE 

事与
自由
解
，一
5.35 

19.24 
1.6
5
 
1品

岡
山
〈
籾
米
〉
'
 
(
D
D
)
 
h
 

、量
混
合
B
(
4
)
学
透
明
x
 5.aJ 
19.14 

1.59 
L
5
2
 

山
口
〈
玄
米
〉
淡
赤
察
色
(
l
(
)
"
 
V
I
+
 
"
 
B
(
4
)
 
不
透
明
5.31 

1
9.35 
1.
伺
1.49 

.
 

LJI 
玉
|

京
畿
〈
玄
米
〉
赤
繋
色
(
Aユ
淡
黒
色
皿
※

倒
解
透
明
5.CY2 

16.6
8
 
1.
鵠
L
伺

思
1包
〈
玄
米
〉
"
 
(
 S
)
 
"
 
皿
※
j毘
合
C
(
2
)
学
透
明
5.10 

16.9
9
 
1.70 
1.42 

司
~
~
喝
理
E湖
需
!
~
$
~

lIt~
q
襲

111
同



持母Q
咽
自
E踊
鋼
G
$
~
I引く
g

111
-K 

石
炭
色酸
7
!f
シ
ν

者
反
l
Q
¥
沃
度
決
度
創
1際恩

着
色
反

積
|
問
|
日

m
.
m
 
m
m
3
 

忠
商
(
玄
米
〉
赤
繁
色
く
A
)
淡
黒
色
皿
※
自由

解
$
遜
羽
4
.fJl 
16.74 

L
出
1.42
 

度
北
〈
玄
米
〉
"
 

(
B
)
 
h
 

皿
※
混
会
C
く1)
"
 

• 
5.∞ 
16.91 

1.69 
1.35 

念
物
(
司
直
米
〉
準
語
脈
墨
色
g
(
甚
〉
壷
分
着
色
車

輔
A
 8
 ，
 
5.13 
17.061
 
1.
随
l.4a
 

l事i
の
阜
i

感
商
〈
玄
米
〉
赤
繋
色
(
8
)
淡
黒
色
皿
※

~
 
合
C
(
l
)
透
明
5.
CJl 
17.35 

L
町
1.41
 

平
北
〈
初
米
〕
量
産
赤
察
色
〈
尊
〉

時
回
，
 
.
M塁
〉
。

5.18
 
18.47 

U
;
l
 
1.42
 

山
形
〈
玄
米
〉
ヨ
民
家
色
(
.
!
，
)
部
分
着
色
百
※

軒
B(4) 
学
透
明
5.12 
1 8.
26 
1.65 
1.42
 

!1@
n
f
l
 

大
阪
て
玄
米
〉
赤
紫
色
く
A
)
部
分
着
色
Y

混
合
C
(
l
)
竿
透
明
5.36 
19.12 

1.71 
1 .45
 

和
敏
山
〈
玄
米
〉
"
 
(
A
)
 
淡
黒
色
E

倒
解
透
明
ら
3
5
19.78 

1
.
曲
1.42 

山
口
〈
玄
米
〕
淡
赤
繋
色
(
M
)
部
分
着
色
Y

混
合
C
(
l
)
学
透
明
5.21 
17.86 

1.74 
1 .39 

B~ 
本
〈
玄
米
〉
"
 

(
M
)
 
淡
黒
色
E

n
 
C
(
l
)
透
明
5.2o 
18.38 

1.70 
1'43
 

宮
崎
〈
玄
米
〉
赤
繁
色
(
8
)
 
"
 
E
 

開
0
(
2
)
 
$
透
明
5.33 
1 8.
19 
1.74 
1 .44
 

|
手
蒼
葡
|

締
岡
〈
玄
米
〉
赤
繁
色
(
A
)
淡
黒
色
E

混
合
C
(
3
)
牢
透
明
5.21 

1.40 

• 



愛
知
〈
玄
米
〉
淡
赤
禦
色
(
M
)
f1 

E
 
E司
解
透
明
5.a
 
18.26 

¥.'12 
1.44 

滋
賀
〈
玄
米
〉
"
 
(
M
)
 
曽

E
 

自

"
 
5.26 
18.25 
1.73 
1.
却

L
:
霊
知
旭
j

、

静
岡
〈
玄
米
〉
~
禦
色

(
A
)
部
分
着
色
Y
叉
E
j昆
合
A
5
 
$
透
明
5.30 
18.
6'7 
1.71
 
1.43 

愛
知
〈
玄
米
〉

町
(
8
 )
 
"
 
Y
又
E

胃
0(2) 
"
 
5.38 
19.40 

1.72 
1.42
 

滋
賀
〈
玄
米
〉
淡
赤
繋
色
(
M
)
"
 
Y
 

関
解
透
明
5.22 
17.70 
L76 
1羽

徳
島
〈
宝
来
〉
"
 
(
M
:
)
 
"
 
Y
 

混
合
B(4)
字
透
明
5.
53 
羽
'.15
1.71 
l.41
 

11
艶
林
1
t慮
|

青
森
(
玄
米
〉
赤
紫
色
(
8
)
淡
黒
色
I
I
n
i
E
混
合
0(2)
宇
透
明
4.92 
15.62
 
V
3
8
 
1.42 

審車
馬
〈
玄
米
〉

町
(
A
)
 
部
分
着
色
VI
※
"
 
A
 6
 
不
透
明
4.96 
16.
2.3 
1.1部
1.43 

埼
玉
〈
玄
米
〉

開
(
A
)
 
曽

VI
※
 
"
 。
(2)
透
明
4.93 
15.74 

1lJ7 
1.44
 

東
京
〈
玄
米
〉
淡
赤
繁
色
(
M
)
談
黒
色
皿
※
"
 
B(3) 
竿
透
明
5.05
 
16
お
1.70 
1.38 

富
山
〈
籾
米
〉
4

叫
・
a
ぃ
(
1
0
部
分
着
色
司
自
民
非
自陣
解

4.93 
15.65 
1.
町
1.39 

静
岡
〈
玄
米
〉

同
(
M
)
 
淡
黒
色
皿
※
"
 

5.06 
16.74 

1.伺
1.43 

滋
賀
.
(
玄
米
〉
赤
紫
色
(
A
)

胃
皿
※
混
合
A
く7)
学
透
明
4.98 
16.∞ 
L69 
1 .42
 

山
ロ
(
玄
米
〉
"
 
(
A
)
 
"
 

田
※

冒
B
(
3
)
 
/f 

4.84 
15.11 
1.
国
1.31 

~
~
[
]
!
l
艇
銅
剣
Q
宿
駅
.4
くa

1
 1141 



業
Q

ロE
艇
姻
帯
電
~
$
~
点
目I!H
く
i
J

1
1
1
~
 

沃
度
沃
度
加
墨
|
 
宮
山

積|悶|幅/厚!
着
色
反
感
着
色
反
陪

|
農
林
5
猿
!

m
.
I
D
 

宜
I
l
D
l3

山
梨
(
玄
米
〉
赤
紫
色
(
1日
淡
黒
色
E

闘
解
透
明
5.
42 
2 0.∞ 

1.72 
1.42
 

熊
本
(
玄
米
〉
淡
赤
紫
色
(
M
)
部
分
着
色
Y
③
"
 
"
 
5.4
8
 
1
&
9
4
 
1.
内
1.43
 

山
口
(
玄
米
〉
赤
紫
色
(
A
)
"
 
Y
 
"
 

H
 

5.
お
1
&
2
4
 
1.79 
1.35 

京
都
(
玄
米
〉
"
 
C
A
)
 
淡
黒
色
E
※
申
関
O
(め
か

5.35 
19.50 

1.74 
1.36 

兵
庫
(
玄
米
〉
談
赤
紫
色
(
M
)
部
分
着
.
色
V
i&J

H
 
O
(
わ
学
透
明
5.35 

19.50 
1.74 
L
3
6
 

奈
良
(
玄
米
〉
"
 

(
M
)
 
淡
黒
色
m
i&J

開
B
(
2
)
 
"
 
5.45 

19.69 
L
7
7
 
1.38 

静
岡
〈
玄
米
〉
赤
紫
色
(
A
)
部
分
着
色
V
i&J
"
 
A
(
6
)
 
"
 
5.52 

却
届
1.76 
1.42
 

大
阪
(
玄
米
〉
淡
赤
紫
色
(
M
)
淡
黒
色
E

闘
解
透
明
5.38 

18.84 
1.77 
1.
却

滋
賀
(
玄
米
〉
赤
紫
色
(
A
)
"
 
ls_i&J 

申
閉
0
(
2
)
宇
透
明
5.65 

21.
曲
1.79 
1.39 

長
崎
(
玄
米
〉
茨
赤
繋
色
0
1
)
部
分
着
色
V
i&J
"
 
0
(
0
)
透
明
5.46 

19.88 
1. 四
1.34
 

備
考
記
事
置
は
本
文
を
参
照
せ
ら
れ
た
し
。

一
一
ー
は
視
米
に
て
塗
付
し
て
来
り
し
も
の

×
玄
米
の
形
燃
の
著
し
〈
異
る
も
の

第
八
表

各
道
府
蘇
奨
蹄
品
種
の
同
名
品
種
比
較
表
(
橋
米
〉

者
雪
7
2
話lfTTtZ|

山
内
|
長
さ
|
樫

鵠
岡
山
l
紫
色
(
開
)
I
淡
黄
色
|
無
着
色
|
申
問
問
学
透
明
|
鴻
|
直
言
I
1.61 
I
 1お



富
山
"
 
C
D
m
 
"
 

fI 
非
閥
解
一
4.97 
17.
国
1:62
 
1.40
 

京
都

骨
C
D
M
)
 
"
 
"
 
中
間
C
(
1
)
傘
透
明
5.14 
18.67 

1.67 
1.36 

30
援
源
開

4・
C
D
M
)
 
茶
褐
色
H
(腹
〉

~
黄
色
"
 
A
く8)
"
 
4.92 
1 8.12 

1.57 
1.40
 

関
山
稽
岡
山
察
色
C
D
D
)
淡
糞
色
無
着
色
中
間
A
(
5
)
容
透
明
4.
曲
17.79 

1.出
1.36 

山
口

韓
(
D
)
{
)
 
曹

n
 
"
 
B
(
3
)
透
明
4.81 
16.18 
.1.
回
1.:36 

肩申
力
鰐
熊
本
淡
i
;
f
，
察
色
(
M
:
)
 
淡
黄
色
〈
符
〉
淡
黄
色
中
間
C
(
1
)
透
明
4
羽
16.57 

1.
伺

1
.
~
 

大
.
分

• 
色
(
D
'
M
)
"
 
"
 
"
 
1E
〈
・
)
"
 
5.
19 
16.
51 
1. 涌
1.43
 

香
川
11 
(
D
M
)
 
談
茶
褐
色
(
背
〉
h
 

"
 
C
(
1
)
 
"
 
4.
印
15_白

1.48 
1.46
 

1
貌
宮
筒
淡
赤
紫
色
(
M
)
 
茶
褐
色
H
(脊
〉

開

"
 
B
(
3
)
 
11 

5.00 
16.71 

1.65 
1.47 

長
崎
"
 

淡
茶
褐
色
〈
背
〉
"
 

時
C
(
2
)
 
"
 
5.05 
17.34
 
1局
1.42
 

.
 

埼
玉
鰭
群
馬
談
赤
紫
色
(
M
)
 
赤
褐
色
〈
腹
〉
蓑
色
中
間
B
(
4
)
透
明
4.97 
1
三
倍
1.70 
1.42
 

東
京
赤
繁
色
(
8
)
"
 
(
1
1
)
 
骨

"
 
A
(
1
)
学
透
明
4.85 
1 5.日

1.64 
1.41 

10滋
埼
玉
赤
繁
色
(
8
)
"
 
(
1
/
)
 
"
 
"
 
A
(
6
)
透
明
4.!s 
1ら
00
1.
回
1.40
 
.
 

太
郎
兵
衛
鰭
鮮
馬
繁
色
C
b
M
)
茨
賀
補
色
(
!
t
)
淡
黄
色
中
間
A
(
6
)
不
透
明
4.80 
1 5.悶

1.昭
1
.1(/ 

太
郎
兵
荷
量
鰭
埼
1
蹴
埼
玉
淡
赤
紫
色
(
M
)
 
淡
黄
色
〈
丞
〉
n
 
"
 
"
 (6)
竿
透
明
4.87 
14.
回
1.
伺
01.43 

2
滋
8

"
 

茶
褐
色
H
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〉
"
 
"
 
"
(
6
)
 
"
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開
L
回
1
浦
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Q
ð
i
I
"
鋸
Q
$
~
IH(
耐

j
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話
料
及
産
地
石
炭
酸
…
|
蹴
蹴
明
色
反
感

着
色
反
隠
~
燥
前

otU最
後
ア
ル
司
b
1
)
機
際定

倒
解
反

E量
~
鰻
E興
長
/
鋪
鰯
/1
事

m
.
m
 

m
m
~
 

農
練
絹
5
滋
山
口
.: 
色
(
l
)
M
】
俊
策
褐
色
〈
背
〉
無
着
色
ゆ
間
C
(
l
)
透
明
5.09 
16.14 

1. 7'1 
1
お

4
競
静
岡
赤
察
色
(
8
)
茶
褐
色
R
(全
〉
黄
色

聞
A
(
6
)
 
$
:
透
明
5.85 
1 8.6
1
 
1..00 
1
泊

1
貌
8

H
 

(
1
1
)
 
"
 
n
(
lI) 
"
 
11 
B
(
3
)
透
明
5.3
4
 
17 .51
 
1.76 
1..48 

5
競
長
耐
望号
色
(
D
M
)
淡
茶
褐
色
(
混
〉
無
着
色
"
 
C
(
2
)
字
透
明
5.23 
17.01 

1.78 
1..3
8
 

5
媛
大
阪
淡
赤
繋
色
0
0
 
11 
〈
背
〉

相
樹
解
透
明
5.24 
11.73 

1.74 
1..41 

新
竹
鰭
1
滋
新
竹
州
赤
禦
色
(
8
)
赤
褐
色
(
全
〉
黄
色
督自
解
透
明
4.98
 
1 6.81 

1.61 
1..49 

3
撹
N
"
 
(
8
)
 
"
 
(
全
〉
"
 
中
間
A
(
6
)
n
 
4.94 
1 6.(同

L
併
1泊

墨
申
鰭
特
漬
新
rr
州
事
前
察
色
(
8
)
 
~
補
色
〈
腹
〉
資
色
ゆ
間
B
(
4
)
傘
透
明
5.<11 
16.釦

1.67 
1.45
 

.
中
州
自
費
赤
鱒
色
(
H
)
 
.
茶
褐
色
(
背
〉
淡
黄
色
"
 
A
(
G
)
 
"
 
5.甜
18.∞ 

1.
偶
1.41 

革革
尾
穏
絢
歌
山
I
l
赤
紫
色
QlIl) 
後
黄
色

無
着
色
E骨
解
透
明
5.
回
18;23 

1.
回
1
却

3
8
.
徳
島

• 
色
(
D
M
)
.
茶
褐
色
〈
背
〉
淡
黄
色
中
間
C
(
O
)
H
 

4.随
1'l.fl1 

1.
印
1.39 

旭
犠
奈
良
演
赤
紫
色
(
M
)
 
il
茶
褐
色
〈
宵
〉
=
黄
色
市
間
C
(
4
)
透
明
5.00 
18.市

1.64 
1 .34 

静
岡
赤
紫
色
(
8
)
家
補
色
R
(
宵
〉
黄
色
"
 
A
(
8
)
 
"
 
4;117 
1
6;紛
1.
倒
1
掛

蜜
知
演
赤
紫
色
(
M
)
~
褐
色
〈
背
〉
ー
ー
A
C
Q
)
 
"
 
5.?D 
16.117 

];84 
1.2
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米
の
晶
漏

-
aの
研
究

第
六
園
帽

一一一一

ザ

m
b
-
v

ん
去
に
れ
Y

き
γ
ル
配
ず
検
定
の
結
果
を
見
る
に
v

同
名
に
て
同
反
感
の
試
料
多
け
れ
ど
、
叉
生
産
地
に
よ
ん
J

て
可
な
り
D
差
異
乞

認
む
る
も
の
es存
在
そ
り
(
第
一
一
て
1

一
八
闘
可
後
の
場
合
に
は
、
同
名
異
系
統
念
る
か
、
或
は
風
土
の
装
具
、
敬
雄
後
め
粧
姐
期
間
の
長

短
ゼ
取
り
扱
刷
い
の
儀
典
等
に
よ
。

τ永
の
口
剛
健
上
に
差
異
を
来
た
せ
し
た
ら
ん
。

丸
、
品

種

の

鑑

識

石
裁
酸
ヲ
タ
シ
ン
、
訳
出
民
沃
度
加
盟
、
漫
ぴ
ア
ル
カ
P
を
用
ひ
で
誌
に
品
種
の
鑑
融
を
行
ふ
時
に
、
注
意
す
ソ
ベ
き
と
と
あ
句
。
石
策
酸
フ

ク
シ
wv
着
色
は
、
前
に
も
述
べ
し
が
如
く
観
摺
後
玄
米
と
し
て
貯
へ
ら
れ
た
る
年
、
月
に
よ
り
て
多
少
義
国
費
を
来
た
す
品
種
b
る
が
放
に
、

雨
試
特
が
同
日
品
種
な
る
か
否
か
を
比
較
せ
ん
と
す
る
場
合
広
は
、
同
一
年
度
の
米
及
が
を
の
粧
摺
し
た
る
時
期
が
徐
り
国
間
ら
宮
る
も
の
を

比
較
す
べ

L
・
養
し
そ
の
生
産
年
度
及
び
腕
摺
時
期
を
周
到
に
す
る
場
合
は
、
と
れ
等
の
僚
件
を
考
慮
し
て
比
較
す
る
と
と
必
要
な
り
。
又
沃

度
沃
度
加
塁
溶
液
に
で
染
色
す
る
場
舎
に
は
‘
生
産
年
度
同
じ
け
れ
ば
、
親
指
時
期
の
相
違
に
よ
り
て
受
《
る
影
響
少
し
・
勿
論
肌
擦
米
は

貰
験
に
供
す
べ
か
ら
也
r
・
7
ル
カ
9
検
定
は
同
一
品
種
名
&
錐
も
.
そ
の
生
産
地
に
よ
ゆ
て
差
異
を
萩
た
す
と
と
前
表

κ示
す
が
如
し
ρ

と

れ

手
U

て
回
開
系
航
な
る
か
、
或
は
生
産
地
む
風
土
に
よ
る
裳
典
没
あ
か
は
識
別
し
難
し
。
若
し
同
一
産
地
同
一
年
度
の
米
を
比
較
し
て
、
そ

の
反
感
呉
る
時
は
集
品
種
と
見
る

d
m
L・

上
越
の
如
《
喝
玄
米
の
種
h

の
特
性
を
綜
合
す
れ
ば
.
そ
の
品
種
鑑
識
の
可
能
&
る
場
合
少
か
ら
歩
。
そ
の
倒
を
血
事
ぐ
れ
ば
次
の
如
し
。

但
し
著
者
等
の
乎
許
の
試
料
に
つ
き
て
の
結
果
化
過
ぎ
や
。

(甲山可

甑

米



《

1
v

米
の
晶
漕
鑑
識
の
研
究

一一一一一一

第
六
回
報

山
形
麻
の
奥
羽
一
九
一
蹴
と
イ
蹴
と
は
、
そ
の
大
さ
、
形
枇
色
津
等
外
観
に
於
て
は
直
別
困
難
な
る
も
、
石
茨
酸
フ
ク
シ
シ
染
色

及
び
ア
ル
カ
リ
検
定
に
よ
っ
て
直
別
し
得
。

市

2
v
群
馬
臓
の
農
林
一
班
、
一
一
一
班
、
六
雄
、

一
間
競
は
、
そ
の
大
喜
、
形
猷
色
灘
等
外
観
に
就
て
は
頁
別
間
集
及
る
も
、
石
炭
酸
フ
ク

シ
シ
及
び
沃
度
染
色
、

ア
ル
カ
リ
検
定
に
よ
っ
て
区
別
し
得
。

(
3
v
 
埼
玉
腺
の
農
林
一
競
及
び
三
披
並
に
闘
東
一
一
蹴
も
同
前
匝
別
し
得
。

《

4
v

山
梨
臓
の
農
林
間
鏡
、
六
鏡
、

一
問
抗
、
高
砂
七
競
は
中
へ
さ
形
献
、
色
津
等
外
観
に
就
て
は
、
阪
別
困
難
狂
れ
H

と
も
、
石
茨
酸
フ

タ
ク
シ
及
び
沃
度
染
色
に
よ
っ
て
直
別
し
得
。
度
針
に
農
林
六
蹴
と
八
雄
と
は
、
染
色
法
に
て
は
区
別
困
難
た
れ
ど
も
、
そ
の
大
さ
に

よ
っ
て
容
易
に
識
別
し
得
.

《

5
v

愛
知
臓
の
黄
玉
と
報
圃
と
は
、
そ
の
大
さ
及
び
形
放
に
於
て
は
直
別
困
難
色
仏
り
し
が
、
阪
自
の
多
少
と
共
に
沃
度
染
色
及
び
ア
ル

カ
リ
検
定
に
て
直
別
し
得
.

《

6
)

京
都
府
の
旭
四
披
と
耐
と
は
、
そ
の
犬
さ
、
形
蹴
色
禅
、
腹
自
等
外
観
に
於
て
は
区
別
間
離
な
る
が
、
石
炭
酸
フ
タ
シ
Y
及
び
沃

度
染
色
に
よ
っ
て
直
別
し
得
。

〈

7
v

兵
庫
臓
の
野
俊
樹
と
排
鹿
と
は
、
そ
の
犬
さ
、
形
献
に
於
て
は
直
別
困
難
な
る
も
、
腹
自
の
多
少
及
び
石
茨
酸
フ
ク
シ
シ
、
沃
度

染
色
、
ア
ル
カ
明
検
定
に
て
阪
別
し
得
。

岡
山
鯨
の
美
野
と
日
の
出
濯
三
班
は
、
そ
の
大
さ
、
形
状
色
樺
等
の
外
観
に
就
て
は
直
別
周
難
な
る
も
、
石
炭
酸
フ
タ
L
V

シ
、
沃

漉
染
色
、
ブ
ル
カ
リ
検
定
に
よ

ο
て
区
別

L
持。

〈

8
v



(乙
V

《

9
v

徳
島
耐
輔
の
紳
力
三
六
披
と
晩
'
h

一
斑
と
は
、
そ
の
大
さ
、
形
紙
、
色
灘
、
腹
自
等
の
外
観
に
就

τは
匝
別
問
難
な
る
も
、
石
茨
酸

フ
ク
シ
シ
、
沃
度
染
色
、
ア
ル
カ
リ
検
定
に
よ
っ
て
区
別

L
得。

〈

mv
長
崎
臓
の
農
林
一
二
械
と
晩
生
旭
は
‘
そ
の
大
さ
、
形
紙
、
色
海
に
つ
い
て
は
恢
別
困
難
念
る
も
、
腹
自
に
多
少
の
茅
.あ
る
と
共

に
、
石
炭
酸
フ
ク
シ
ン
、
沃
度
染
色
、
ア
ル
カ
リ
検
定
に
て
阪
別
し
得
・

構

米

群
馬
臓
の
埼
玉
糟
と
太
郎
兵
衛
橋
の
二
種
は
、
そ
の
犬
さ
‘
形
献
に
就
て
は
直
別
し
得
ざ
る
も
、
粒
色
に
多
少
の
差
異
あ
る
と
共

(
1
V
 

に
石
炭
酸
フ
タ
シ
シ
及
び
沃
度
染
色
に
よ
っ
て
明
か
に
直
別
し
得
。

A

マa
v

山
梨
燃
の
越
後
水
橋
及
び
不
倒
橋
は
‘
そ
の
大
さ
形
欣
等
外
観
に
於
て
は
直
別
し
得
ざ
る
も
‘
沃
度
染
色
に
て
は
直
別
し
得
。

《

3
v

静
岡
臓
の
益
構
、
旭
捕
、
白
精
一
凡
披
は
犬
3
.
形
欣
等
外
観
に
於
で
は
同
じ
ま
も
、
石
炭
酸
フ
タ
シ
ン
、
沃
度
染
色
、
ア
ル
カ

リ
検
定
等
に
ょ
う
℃
区
別
し
得
・

〈

4
v

大
分
鯨
の
供
綜
二
口
問
題
は
、
形
献
に
於
て
位
置
別
困
能
訟
り

L
誌
、
約
色
に
多
沙
む
盛
岡
時
あ
り
、
且
つ
沃
度
染
色
及
び
ア
ル
カ
リ

検
定
に
よ
っ
て
区
制
し
得
。

(
5〉

富
山
牒
の
石
白
帰
及
び
大
正
橋
は
、
石
炭
酸
フ
ク
シ
ン
、
沃
度
沃
度
加
里
‘
ア
ル
カ
リ
等
に
よ
り
て
阪
別
し
得
ざ
る
も
、
玄
米
の

犬
さ
及
び
形
般
に
よ
っ
て
夜
別
し
得
。

以
上
は
著
者
等
の
供
試
料
に
つ
き
で
の
結
果
に
過
ぎ
ざ
れ
ど
、
各
府
鯨
道
州
よ
り
逃
-P楽
り
た
る
原
物
に
つ
き
て
の
調
査
な
る
故
花
、
資

際
に
遁
合
せ
る
結
果
を
得
た
り
と
信
や
・
而
し
て
前
例
の
如
く
・
化
事
的
反
感
と
そ
の
玄
米
の
形
紙
、
中
へ
さ
・
観
摺
の
時
期
等
を
考
慮
す
れ

米
の
晶
薦
信
畿
の
研
究

第
六
組

一ー
一一一ー一



米
の
E
m

穂・a舗
の
研
究

第
六
綴

一明『西

ぱ
或
る
程
度
に
於
て
品
種
の
亙
否
検
定
及
び
鑑
識
を
な
し
得
ぺ
〈
内
而
し
て
府
市
精
道
州
に
於
て
興
働
品
種
の
鑑
別
に
嘗
り
賞
用
的
効
果
あ
る

ぺ
し
ρ

勿
論
以
主
の
方
法
に
主
ら
や
じ
て
、
米
の
外
観
的
特
性
に
よ
り
で
直
に
品
種
鑑
識
を
な
し
得
る
も
の
あ
透
は
一
言
ふ
趨
d

も
な
し
.
例

へ

ば
旭
ia
紳
カ
ど
の
如
き
は
↓
見
し
て
容
易
化
識
別
し
得
る
が
如
し
・
依
っ
て
従
来
慣
行
の
如
く
米
の
外
観
的
性
献
に
加
ふ
る
に
、
本
研
究
の

如
事
化
皐
的
方
法
を
併
せ
行
除
F

え
そ
の
綜
合
的
研
究
ほ
お
り
て
、
玄
米
の
品
種
を
鑑
識
し
得
ぺ
』

-
O、
右
炭
酸
ヲ
ク
シ
シ
着
色
£
沃
度
沃
度
加
里
着
色
£
の
相
互
関
係

玄
剰
の
石
炭
酸
ヲ
タ
ク

y
染
色
に
於
て
は
果
皮
が
着
色
し
、
沃
度
沃
度
加
盟
染
色
に
於
て
は
臨
乳
澱
粉
が
清
色
す
る
も
の
な
る
が
放
に
、

一
見
補
者
閣
に
何
等
の
醐
係
無
き
が
如
く
見
ゆ
る
も
、
轟
に
報
告
し
た
る
第
一
、
二
報
の
結
果
ず
と
第
同
織
の
緯
果
と
弘
子
郵
比
レ
て
検
討
す
る

に
・
其
聞
に
明
瞭
怠
る
欄
係
の
存
在
や
る
を
認
め
、
叉
本
報
告
に
用
ぴ
た
る
金
問
内
外
地
の
奨
蹄
品
種
三
ご

O
講
料
に
つ
き
て
の
賓
臓
の
結

呆
を
見
る
‘
、
石
炭
酸
安
タ
シ
ン
着
色
と
沈
度
決
度
加
墨
弟
色
&
の
間
陀
は
、
密
接
の
開
係
あ
る
を
明
か
に
認
め
た
る
放
に
、
設
に
詳
細
に

そ
の
醐
係
を
有
無
ぜ
ん
と
す
・

第
二
報
に
於
て
、
新
し
き
フ
ク
シ
ン
を
用
ひ
て
、
石
茨
酸
フ
ク
シ
シ
に
よ
る
米
の
着
色
紙
態
を
報
告
し
た
る
が
、
叉
第
四
報
に
於
て
、
沃

度
沃
鹿
加
墨
に
よ
る
着
色
棋
態
を
報

Amι
た
り
。
商

ιて
雨
試
験
に
共
通
な
る
品
種
七
四
試
料
K
っ
き
て
、
雨
着
色
の
相
欄
欣
況
を
見
た
る

宅
捜
九
賓
の
如
き
結
果
乞
得
た
り
・

第
允
衰
を
見
れ
ば
、
石
炭
酸
フ
タ
ゐ
V

ン
に
よ
り
て
赤
紫
色
に
着
色
す
る
品
種
に
は
沃
度
決
皮
加
塁
博
液
に
て
黒
色
、
又
は
淡
黒
色
に
着
色

す
w
宙
開
種
多
く
‘
臨
の
周
蟻
着
色
。
も
の
無
し。

石
茨
酸
フ
ク
タ
ニ
て
淡
赤
紫
色
に
着
危
す
る
品
種
に
は
、
沃
度
沃
度
・
加
里
一溶
液
広
て
涜



玄米P石提酸ヲククン並i亡沃度決度加里による着色 (1)

石炭酸 "7 T !r Y 着色
沃度着色

赤繁色 l淡赤製色 |キDM手|考DDヂ
合 針

理色 色 8 3 u 

淡 黒 色 6 15 Z n 

部 ft着色 4 9 5 4 22 

座周縁者色 e 3 10 19 

会 18 認 9 14 74 

第九表

米
の
品
種
鑑
識
の
研
究

鋸
六
回
曙

DD・..1>011Dark Pllrp!e DM"品 ]11M・gel薗Purple，

玄米の石提酸フクシン並iと民度沈度1.111患による着色 (2)第ー0表

米梗

石炭酸

計合色色赤銀沃度沃陣E着色

lDD  DM  

56 2 17 初17 E 

E 
淡黒色

81 2 22 36 21. 

54 6 ~ 7 4 Y 
部分着色

49 8 8 

戸
24 5 4 VI 

一一一一五 16 VJ[ 匪周縁者色

256 13 おl侃68 46 計合

A...A冒飴rPurple s.・仇h国mfeld'oPurple， 
D.l¥1...D日IIMagenta Purple M...Magenta 

D.D・..DullD岨.PU明時ー



米
の
品
種
鑑
識
の
研
賓

第
六
緩

黒
色
及
び
部
分
着
色
が
多
く
、
紫
色
《
D
M
)
の
も
の
に
は
部
分
着
色
及
び
屈
の

周
縁
着
色
が
多
く
、
紫
色

(
D
D
)
に
は
臨
の
周
轍
着
色
が
多
く
し
て
、
黒
色
或

は
淡
黒
色
は
]
品
種
も
存
在
せ
ぎ
り
き
。

叉
本
報
告
に
於
て
述
べ
し
が
如
く
、
各
府
鯨
奨
蹄
品
種
二
五
六
試
料
忙
っ
き
て

石
提
酸
ヲ
ク
シ
シ
と
沃
度
沃
度
加
盟
と
に
よ
る
着
色
の
封
照
宮
た
し
た
る
に
‘
第

一
O
衰
の
如
き
相
閥
欣
態
を
認
め
た
り
。

第
一

O
表
に
よ
れ
ば
、
石
茨
酸
フ
ク
シ
シ
に
て
赤
紫
色
に
染
ま
る
も
の
は
、
沃

度
に
て
楼
黒
色
に
着
色
す
る
も
の
多
く
し
て
、
匝
の
周
縁
の
着
色
に
止
ま
る
も
の

-
な
し
・
決
赤
紫
色
に
染
ま
る
も
の
は
、
部
分
着
包
が
最
も
多
く
し
て
、
吹
は
淡
黒

色
伝
染
ま
る
も
の
多
し
。
文
石
茨
酸
フ
タ
ψ

シ
に
で
紫
色
《
D
M
)
に
染
ま
る
場

合

ιは
、
沃
度
に
て
部
分
着
色
、
叉
匹
周
縁
の
着
色
多
し
。
紫
色
《
D
D
M
に
染

ま
る
も
の
は
部
分
着
色
又
は
匹
周
縁
着
色
多
く
し
て
、
決
黒
色
の
も
の
は
た
し
。

次
に
府
鵬
奨
駒
田
問
種
の
精
米
に
於
け
る
石
茨
酸
ヲ
ク
シ
シ
之
沃
度
と
の
着
色
の

相
闘
関
係
を
見
た
る
に
、
前
記
梗
米
よ
り
も
一
暦
蜜
接
な
る
闘
係
あ
る
を
認
め
た

る
と
と
第
一
一
表
の
如
1
M
m

以
上
己
表
b
t
h
見
れ
紅
、
米
わ
石
炭
酸
フ
グ
シ
ン
着
色
と
沃
度
沃
度
加
墨
色
相
色
と

一
三
六

玄米の石農酸フクシン並に沃度沃度加盟による着色 (3)

沃度着色 紫色繁 計

赤紫色|淡赤紫色| (DM〉 | 〈DD宇

赤 事局 色 4 9 

茶 手島 色 5 3 11 

淡茶褐色 7 7 14 

淡 責 色 4 4 4 12 

1?; 8 20 14 4 46 

米嬬

第一一表

(DD)・・.D唖11Dark l>titple (DM)・・.DI111Magl'nta Purple 



は
栢
互
聞
に
密
接
な
る
鴨
係
あ
る
を
知
る
な
り
。

蓋
し
米
の
果
皮
に
含
ま
る
る
ペ
ク
チ
ン
物
質
が
、

一
方
に
は
石
決
酸
フ
タ
シ
ン
着
色
に
聞
係
し
、

方
に
は
沃
度
沃
度
加
里
の
透
過
に
闘
係
す
る
が
如

〈
、
詩
め
に
雨
着
色
の
聞
に
密
接
な
る
開
訴
を
生

お
y
る
な
る
べ
し
。

沃
度
に
で
部
分
的
に
着
色
し
、
或
は
淡
黒
色
に

染
ま
る
も
の
は
、
粒
に
部
分
的
の
浪
淡
あ
る
も
の

な
る
が
、
叉
石
茨
酸
フ
タ
シ
シ
に
て
染
め
た
る
場

合
に
も
、
是
等
の
口
問
種
に
於
て
は
、
部
分
的
に
赤

紫
色
と
紫
色
と
に
着
色
す
る
も
の
た
り
。

石
炭
酸
フ
ク
シ
ン
に
て
着
色
し
た
る
粒
は
、
そ

の
ま
与
に
て
は
部
分
的
の
浪
淡
を
認
め
鰍
き
場
合

あ
る
も
、

一
旦
乾
煉
し
て
槙
品
と
・
な
し
た
る
も
の

を
再
び
硫
酸
に
浸
潰
し
て
扱
く
去
す
時
は
、
粒
の

部
分
着
色
を
明
か
に
認
め
得
る
な
り
。
そ
の
時
沃

米
の
品
繕
鑑
識
の
研
究

億
六
鰻

玄米の石農酸フタ・ンン並に沃度沃度加盟による部分着色

品 種 名 I石炭酸7グシ l|||O駿(後2〉の〉にの浸赤リ札星ー品のしを部た硫る 電後量2)金の粒漫の演狼 沃度沃度加里着色ン轡色(1) 分

豊中 122獄 赤繋色(8) 座開縁及腹部 中間

強内早生70滋 11 (11) 11 11 査主も淡色 の胤総び腹部
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8
 

1~倒
1.45
 

農
林
鴨
宝
章
常
ぐ
陛
〉
11 
(
8
)
 
"
 
(
R
)
(
~
)
 
"
 
開
B
(3) 
h
 

ら
34
17る
1
1.16 
1.48 

白
鰭
18
滋
淡
赤
紫
色
(
M
)
後
茶
褐
色
〈
腹
〉
無
着
色
非
樹
解

5.05 
1 6.3
2
 

熔
暢
積
赤
禦
色
(
M
)
赤
褐
色
〈
背
〉
責
色
混
合
血
(6)
透
明
5.20 
16.9'7 

1.
制
1.28 

愛
知
早
生
続
・
"
 
(
M
)
 
茶
褐
色
(
R
)
談
黄
色
"
 
A
(
6
)
学
透
明
5.28 
1
尻
お
1.78 
1.41 

〈
玄
地
色
〉

〈
混
〉

.
 

慢
tr
・
"
 
(
M
)
 
赤
褐
色
〈
背
〉
黄
色
"
 A
(
6
)
 
"
 
5.13 
16.ω 

1.
月

1
.
~
 

米
~
O
!
l
.
脳
f
t
~

詰~I!::
II-

K
~
 

!
同
附



持~
Q
喝
艇
厳
.
Q
$
~
&
1
<
*
 

l
凶
-
K

府
車
車
道
州
品

石
炭
俊
フ
グ
シ
沃
度
沃
度
加
聖
者
色
反
感

G
2
7
7
雇l
長
き
l
短
観
巾
/
長

種
Y
着
色
反
l
(
f
:

厚
1m

乾
操

nm¥ 
Ia'n6nB7 S
 

大
正
標
集
色
(
D
M
)
淡
黄
色

無
着
色
混
合
B
C
l
)
牢
透
明
5.
14 

1. 町
1.お

京
都

(
玄
米
〉
葛

鰭
"
 
C
D
M
)
 
"
 
"
 
H
 
C
(
2
)
透
明
5.29 
17.15 

1.84 
1.34
 

大
阪
|
…
叫
腕
紫
色
(
M
)

〈
玄
米
〉

淡
茶
褐
色
〈
引
無
着
色l
飼

17.73 
1
1
.7
4
 
1
1.4
1
 

穂
Imiilil'iê山

繍
叫
蹴
色
|
胎

CC日
明
~
伍

118.73I
 1.64 I
 1割

〈
玄
米
〉

判
例
色
C
M
)I
淡
黄
色
|
鯖
色i
劇

18.23 

~~~-
〈
玄
米
)
I
 

• 

岡
山
稽
繁
色
C
D
D
)
淡
黄
色

無
着
色
混
合
A
5
傘
透
明
4.88 
17.79 

1. 日
1.35 

間
〈
現
米
〉
山
大
正
穏
"
 
て
D
M
)
H
 

"
 
"
 
A
6
 "
 
4.99 
18.沼

1.58 
1.3 号

農
林
鰭
5
獄
禦
色
C
D
M
)
夜
茶
褐
色
〈
背
〉
無
着
色
混
合
C
(
1
)
透
明
5.
叩
16.
14 
1.77 
1
.
a
 

山
ロ

〈
玄
米
〉
関
山
犠
"
 
(
D
M
)
 
淡
黄
色

H
 

H
 
B
(
3
)
 
"
 
4.81 
16.
18 
1. 臼
1.3号

徳
〈
抹
〉
昆
|
高
尾
和
8獄
|
禁
色
〈
凶
)I
問
問
|
渡
黄
色
|
混
合
問
透
明
I
4田ド
7.57
I
 1初
I
1.33
 

カ
樗
|
繁
…
l
談
茶
阿
)
I
波
利
混
合
…
明
¥

4印
11~田

1
1叫

1 紛
〈
玄
米
〉



嗣
力
梼
紫
色
(
D
M
)
淡
黄
色

無
着
色
混
合
A
(
8
)
透
明
5.
19 
1 6.51 

1.7
6
 

大
分

〈
初
米
〉
高
峠
儒
"
 
(
D
M
)
 
淡
茶
褐
色
〈
背
〉
淡
黄
色
"
 
B
く
1)
学
透
明
4.96 
16.3'1
 
1.68 
1.39 

農
桃
標
5
滋
紫
色
(
D
M
)
淡
茶
褐
色
f
混
〉
無
着
色
複
合
C
(
2
)
学
透
明
5.23 
17.01 

1.78 
1.38 

長
崎

(
玄
米
〉
耐
力
犠
淡
赤
紫
色
(
M
)
"
 
〈
背
〉
"
 
"
 C
(
2
)
透
明
5.05 
17.34 

1.
邸
1.42 

カ
機
|
淡
赫
色
〈
川
淡
賀
直
齢
|
淡
黄
色
|
混
合
ω
透
明
I
4
ω
卜6.5
7
I
 
1.69 
1
 
1.31 

R
J
l
h
樗
1
滋l
談
赫
叫
!
茶
褐
明
|
淡
黄
色
!
混
合
間
透
明
I
o.a
 1

16• 71 
I
 

備
考
.

A
瀕
米
符
滋

1) 
符
量
I
l
t
*
交
を
.
照
せ
ち
れ
た
し
。

2)
本
文
以
舛
の
符
裁
に
つ
い
て
は
突
の
如
し
。

(
イ
)
C
玄
米
〉
・
・
・
玄
米
に
て
迭
付
(
籾
米
う
・
・
・
籾
米
に
で
迭
付
を
受
け
て
、
震
厳
直
前
に
玄
米
に
な
し
た
る
も
の
。

〈
ロ
〉
白
・
・
・
錨
警
の
あ
る
書
官
料
1
絶
て
賞
駿
試
料
は
糧
警
の
無
き
も
の
及
び
肌
僚
の
な
き
も
の
を
使
用
し
た
れ
ど
も
是
等
の
読
料
申
肌
僚
の
少

}
し
も
無
き
も
の
を
選
ぶ
は
困
艇
な
り
き
。
彼
に
ア
ル
カ
リ
倹
定
に
於
て
は
多
少
そ
の
貧
駿
は
稽
貧
を
鉄
く
層
E

・
H
・
肌
望
書
の
多
き
議
場
時
J
れ
あ
り
。

ゃ
、
〉
沃
度
沃
度
加
里
着
色
に
於
て

淡
黒
色
li
(8?・・・浸漬
5
時
間
後
に
於
て
背
部
と
共
に
腹
部
の
温
色
t.r.
る
粒
が
宕
干
あ
り
た
り
。

淡
黒
色
皿
豊
臣
…
浸
積
5
時
間
後
に
於
て
腹
部
と
共
に
背
部
の
i
I
色
な
る
粒
が
者
干
あ
り
た
り
。

部
分
着
色
V
(
8
?
・
・
浸
慣
5
時
間
後
に
於
て
背
部
正
共
?
と
腹
部
の
着
色
す
る
位
が
岩
子
あ
り
た
り
。

業
Q
n
g
糧
自
E
需F.
Q
陸
軍
総
III1H
(
慰

!問.iJ



米
の
晶
穂
債
識
の
研
究

園
閉
・
六
由
需

一
五
八

強
同
ゆ
湖
南
国
調
畠
帯
:
・
苅
沼
市
山
明
暗
酒
樽
丙
湾
」
川
鷹
羽
押
淋
守
門
喝
洩
δ
時
由
4
『
M
V
帽
宮
内
柑
崎
U
で
M
U
守
叫

?
h
s

。

慣
湿
圃
欄
輔
自
函
@
・
・
・
同
十
時
間
叫
噌
磁
目
見
U

輔

B
4『
剖
v
n
H
F
司
汁

σ
。

元

司

副

議

:
-
H
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N
醇
鷹
羽
δ
噸
@
叫
が
醇
M
r
d

汁

σ
。

羽

ゆ

雌

m
a
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繁
昌
掴
崎
山
幽
・
町
議
出
W

暗
闇
意
向
蝋

B
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司
=
=
・
』

叫
司
、

v
u
q
唱
晴
海
尚

-n湾
パ

d(
h
u
 

明
間
山
宮
門
措
置
鴻
「
神
"
が
骨
骨
M

守
山
尚
酒
場
制
聞
混
河
湾
U

引
胤
遇
曲
川
温
斗
『
o
u問
M
H

戸
パ
閣
持
δ
建
場
δ
膚
同
盟
干
門
書
論
↓
寸
山
v
u
q

円醤円、。
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i1 

争解

41 

• 

柚
月
組
閣
内
滞
昌
晴
当
閣
峨
市
ぽ
丙
時
均
等
M
V
耳
ハ
ト

妙

〉

(

哨

咽

〉

(

鷹

〉

E
H
関
提
出
剛
刊
明
爾
温
鎗
鴇

3ω
さ
n叫
B
4守
山
V
出
目
ゆ
掛
町
州
知

4『。

--、摘

要

一
、
金
圏
内
外
地
各
農
事
試
験
場
に
依
朝
し
て
、
米
の
奨
蹄
品
種
三
二

O
試
料
を
得
た
る
故
に
、
是
等
に
つ
き
昭
和
一
五
年
A
月
よ
り
士
一

月
迄
円
(

1

)

石
茨
酸
フ
ク
シ
ジ
染
色
、
〈
2
)
沃
度
沃
度
加
皇
、
〈
3
v
γ
ル
カ
リ
検
定
、
及
び
(

4

)

玄
米
の
大
さ
、
形
献
の
測
定
観
察
に

よ
り
て
、
品
種
鑑
識
の
研
究
を
行
ぴ
た
り
@

-
寸
右
の
方
法
に
よ
り
て
検
定
し
た
る
結
呆
を
一
覧
表
(
第
一
一
一
一
表
、

一
四
表
〉
に
極
め
た
り
。
此
表
に
よ
れ
ば
、
各
地
方
産
米
の
品
種
の

特
性
を
知
hv
得
ペ
〈
、
従
っ
て
と
れ
に
よ
っ
て
そ
の
品
種
の
正
否
を
検
定
鑑
別
レ
得
る
な
り
。

豆
、
玄
米
と
し
℃
長
く
設
置
す
れ
ば
、
新
に
籾
摺
し
た
る
玄
米
よ
り
も
石
提
酸
フ
ク
シ
ン
着
色
が
多
少
赤
く
な
り
、
ア
ル
カ
リ
に
で
崩
解
」

易
を
傾
向
を
昼
ナ
る
品
種
あ
る
を
認
め
・
た
る
放
に
、
此
賠
に
闘
し
て
品
種
鑑
識
上
に
注
意
を
要
す
。



く
、
九
州
、
四
岡
、
中
園
及
び
近
畿
の
品
種
に
は
米
の
脊
部
よ
り
着
色
す
る
品
種
多
く
・
山
梨
、
静
岡
牒
等
の
品
種
に
は
、
脊
都
及
び
臨

四
、
沃
度
沃
度
加
里
の
着
色
欣
況
生
見
る
に
、
朝
鮮
、
東
北
、
北
海
道
、
関
東
及
び
北
陸
の
品
種
に
は
、
米
の
腹
部
よ
り
着
色
す
る
品
種
多

部
よ
り
着
色
す
る
こ
品
種
群
約
半
K

あ
る
を
認
め
た
り
。

五
、
叉
系
統
別
に
品
種
を
分
て
ば
、
沃
度
沃
度
加
盟
格
液
に
よ
っ
て
腹
部
よ
り
着
色
す
る
系
統
、
脊
都
よ
り
着
色
す
る
系
統
、
匹
の
周
維
の

み
着
色
す
る
系
統
等
に
も
分
ち
得
。
遺
偉
聞
係
あ
る
が
如
し
。

米
の
晶
筒
島
眼
薗
聞
の
研
帽
丸

鱒
六
回
相

一
五
九

六
、
同
名
品
種
に
し
て
具
る
性
質
の
米
あ
り
。
之
は
同
名
異
系
統
注
る
か
・
或
は
産
地
の
風
土
、
生
産
年
度
、
取
り
扱
ひ
等
に
よ
る
差
異
な

る
か
分
明
せ
や
。

七
、
既
報
第
て
二
、
四
報
及
び
本
報
告
の
貨
験
の
結
果
を
劃
比
検
討
す
る
に
、
米
の
石
炭
酸
フ
ク
シ
シ
と
沃
度
沃
度
加
盟
と
の
雨
着
色
間

に
密
接
の
闘
係
あ
る
を
認
む
。

八
、
石
焚
酸
フ
ク
シ
シ
に
よ
り
て
赤
繋
色
に
着
色
す
る
品
種
に
は
叉
沃
度
沃
麗
加
里
に
て
黒
色
又
は
潰
黒
色
に
着
色
す
る
品
種
多
し
。
石
炭

酸
フ
グ
シ
シ
に
て
紫
色
に
着
色
す
る
品
種
に
は
、
部
分
着
色
又
は
臨
の
周
縁
部
の
み
着
色
す
る
品
種
多
く
・
黒
色
、
楼
黒
色
に
着
色
す
る

も
の
無
し
。

九
.
か
く
石
炭
酸
フ
ク
ψ

ン
着
色
と
沃
度
沃
度
加
盟
着
色
と
に
密
接
な
る
閥
係
あ
る
は
、
果
皮
に
含
ま
る
L
ペ
ク
チ
シ
物
質
に
原
因
す
る
も

の
な
ら
ん
・

一O
、
要
す
る
に
従
来
慣
行
の
如
く
、
米
の
大
さ
、
形
航
、
色
樺
等
の
外
観
的
性
枇
に
、
本
研
究
の
如
き
化
事
的
方
法
を
加
へ
て
そ
の
性
欣

を
見
れ
ば
.
そ
の
綜
合
的
研
究
に
よ
っ
て
玄
米
の
品
種
を
鑑
識
し
得
ペ
し
。
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米
め
品
薦
候
畠
聞
の
研
究

文

近
画
膚
寓
太
郎

・
笠
原
安
夫

四

。)(3) (4) ゆ)t骨){わ

周同同同岡

村

鈴
木
清
太
郎

他

第
六
綴

献

昭
和
二
ハ
年
二
局

米
の
品
種
鐙
識
の
研
努
館

一
報

同
題
関
二
磁

問
題
筒
三
間
報

.
問
題
第
四
綴

問
題
第
五
回
椴

一
六

O

実
舗
省
嶋
田
軍
靭
賓
費
に
よ
る
鎗
値

石
炭
酪
フ
グ
シ

y
に
よ
る
玄
米
の
品
種
保
裁
(
一
)

米
の
ア
ル
カ
リ
機
定

同
誌
一
五

l
二
七同

誌
二
八

1
四
八

ハ
一
一
)

玄
米
の
沃
度
出
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定

同
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問
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|
六
一
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周
年

農
園
事
研
究
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三
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一容

一
l
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用
ゴ
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二

1
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昭
和
一
六
年

?

Z

J

1
ル
友
び
パ
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ダ
レ
ダ

1

ル
染
色
法

鹿
島
宇
研
究
第
二
六
容

五

四

|
一
O
一

昭
和

一
一
年
六
周

保

米
の
形
置
固
と
ヴ
イ
タ
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y
B
含
置
と
の
関
係
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略

物
録
一
鎗
一
座
佳
物
物
理
事
賞
厳
手
続
よ
句
ハ
1
v

其
-
周

世
間
一
、

二
鰯

廃
業
及
園
都

第

ご

一待
問
聞
』
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紙
ニ

一
七
1
二
一一二

昭
和
二
年
て
月

ハ
昭
如

一
六
年
五
周

一
日

、

大
原
毘
鍵
研
究
所
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第 2-I1尚i 岡山鯨奨締'Jr品種玄米アルカリ検定

KOH 2.38'% 2500 24障害関

ll( 錦 実 野 '1'1田早生 設良部

亀 治 総町2競 E聖 穂. 1制 日

t籾米を貨験直前に籾般会去りて玄米左なす〉
〈お?餌〉

第 3 同 山梨l係奨溺j品種アルカ P検定

KOH 2.38% 2500 24時間

農株4脱

F望号開132滋

農林6披 農林8就 農綜14鋭

両砂7披 激早74~ 識早91盟主
(~，原〉
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第~4 問 滋賀鯨及び和歌山脈奨蹴品種アルカリ検定

KOH 2.38% 250(] 24時間

震滋綜賀l 滋 農林 6 減 滋賀旭29貌 千 本 旭
ClUV く滋賀〉 く滋賀〉 く滋賀〉

農株，2競 農林 6 ~ 亀治耐力 愛園 1 競
(利歎山〉 (和敏弘1) (利1':山〉 く和敏山〉

く笠原〉

， ， 盟国
E画面画

園田 !E咽..， 

~ ...・E
園

園
E開

第5闘 静岡牒及び京畿道奨蹄l品種アルカリ検定

KOH 2.38% 250r， 24時間

農林1滋〈静岡〉 愛箇1貌〈静岡〉 黄 玉(蘇岡〉

多摩鏑〈京畿道〉 陸勿132趣意〈京滋道〉 千本旭〈繍岡〉
C~・際〉



第 6圃

静岡l係奨附品種アルカリ検定

KOH 2.38% 2500 24時間

農林 1披

農林 8挽 農林12続〈陸橋〉
〈笠原〉

第 8固

奈良l際奨働品種アルカリ検定

KOH 2.38μ2500 24時間

東山 23披

改良天神穂

〈笠原〉

第 7間

愛知牒奨働品種アルカリ検定

KOH 2.38% 2500 24時間

三i可銅4披 早生旭

祭神力 千本 1巴
、〈牧原〉

第 9固

静岡l降、奨働品種(嬬米)つI;.)¥.-カリ検定

KOH 2.38% 2500 24時間

白糖18披旭 機

農林嬬4披〈陸〉農林橋1貌ぐ陸】

〈笠原〉
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第 10闘 員林M農事試験場指定地育成品種のアルカリ検定
KOH 2.38% 250C 24時間

農林1挽〈富(11) 農林8減〈京都〉 農林10披"京都〉

農林2扱ぐ兵庫〉 農林6貌町兵庫1 農林11披ぞ北梅道〕

農林1腕〈白山)1

~ ... 

}…籾米としてう*りしものぞ貸験直前に籾殻を去りた旬。
農林11蛾(北海道ヲ1

m 一一一一ー

をとに|
‘よ〉叫、午、司
目、』ー一/ 、輸幽~ ・1 

〈笠原〉
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第 11闘 KOH 2・O%液アルカリ検定

寓 [11豚喫働品種(籾米を賓験直前に玄米となす〉

農林 1披 銀坊主申生 穀良部 新石百

銀坊主晩~ 立 [11 制 大正儒 石百嬬

〈集原〉
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第 12岡 KυH 2%液のアルカリ検定

岡山勝、熊本勝奨働品精 〈岡U1聯ば籾米を賀駿直前に玄米となす〉

ll1 銅ぐ岡l11) 美 野f関l11) 'I"l・回早生〈岡山〉 綾良都f間山〉
亀 治〈岡山〉 成町2蛾f陶1ft") 日の出選ぐ岡山〉 朝 日〈岡山〉
瑞 験(11巨木〉 絞 t熊本〉 旭 1貌f熊本〉 農桃8鏡(熊本〉
t樹解透明) (8月解牢透明) (~解竿透明) (~解不‘透明〉
〈教原〉
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貫性1:1闘 同名品種の比較

lKOH 2.38% 25'0 24時間

~l襲桃 8 披〈兵庫〉 農株8獄(京都)J

〈笠原〉

第14圃 同名品種の比較

KOHi2.38% 25(0.124時間

降初132披 f城南〉
〈玄米〕

陸勿13?ltC平北〉 肉親132蹴〈黄海〉
〈籾米) (玄米〉

〈隼原〉



第15圃同名品種の比較

KOH 2.38% 25"C 24時間

組の尾〈成南〉 亀の尾〈卒北〉

〈玄米) (籾米〉

〈役原〉

第16圃同名品種の比較

KOH 2.38% 25"C ，24時間

農林6披〈三重〉

農林6減〈奈良〉

三重には肌僚があり。

〈牧原〉

第 17岡 旭系統のアルカリ検定

KOH 2.38% 2500 24時間

早生旭 旭 7 競 晩生旭
〈徳島) C徳島) (長崎〉

愛知旭
〈徳島〉

愛知旭
〈獲知〉

滋賀申生旭
〈愛知〉

〈笠原〉
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第18開銀坊主系統のアルカリ槍5i!

KOH 2.38% 2500 24時間

現金銀筋主〈忠商〉 中生銀坊主〈忠商〉 銀坊主l2蛾〈忠商〉

銀坊主晩生〈富山〉 中生銀坊主(京織〉 銀坊主申生o富山〉
r.~-r~ 富山脈は籾米。 (笠原〉

第19岡ヨアルカリ検定iとて差の編著なる例

KOH~2，38% 2500 24障害関

段桃1続く富山〉 殺良都く富山〉 桜 玉〈忠商〉

多摩書誌〈忠商〉 般良都(京畿道〉 戦 玉〈京畿道〉

富山脈米は籾米}とて来りしものを玄米2こなして賓量産せり。と

れを3ケ昂玄米としでおけば農林1畿は混合A(8)殺良部は

混合B(めとなるなり。 〈笠原〉


